
』
築
ご
巻
　
　
紹
　
介
　
　
三

歎醸IUt・

嬬
｝
“
乗
口
を
編
・
し
イ
、
先
．
つ
懸
畏
に
u
北
ハ
の
諏
槻
念
を
麗
人
へ
、
　
焦
ハ
の
卍
畢
業
ρ
・
根
本
一
的
・
ト

な
煙
ろ
は
他
に
例
を
囲
か
す
。
本
薔
は
此
の
方
面
よ
り
見
て
一
再
意
義
を
有

す
る
も
の
ミ
．
云
ふ
ベ
キ
・
な
り
G
倫
一
ほ
凹
此
の
激
u
儲
μ
罪
数
∬
㎝
な
み
も
聖
血
心
家
に
に

熊
本
縣
教
育
會
に
由
込
め
ば
實
費
を
以
て
分
興
ぜ
ら
る
べ
こ
ぐ
、
云
ふ
〔
梅
原
〕

　
　
　
　
　
　
　
⑨
雑
　
　
　
　
誌

　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
な
　
　
ヘ
　
　
コ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
も

　
　
　
　
轡
五
箇
條
御
三
女
の
由
來
　
　
　
　
　
子
欝
　
金
子
堅
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
國
攣
院
縣
口
口
二
十
二
巷
二
二
一
三
載
）

徳
川
慶
警
大
政
を
返
潔
・
し
潔
り
〔
當
聴
、
子
欝
由
利
公
正
（
當
暗
、
一
「
．
岡
八
郎
）

は
王
政
維
氣
の
名
労
方
針
に
就
て
岩
倉
六
親
公
を
訪
問
し
れ
る
館
途
、
ふ
ミ
．

心
附
き
亡
ま
・
、
鼻
紙
に
筆
を
走
ら
ぜ
し
も
の
は
闘
五
箇
鎌
御
誓
甲
案
の
起

源
F
・
し
て
、
同
干
欝
死
後
．
朱
亡
八
の
示
さ
れ
至
る
三
徳
（
紙
入
）
中
よ
り
該

草
案
を
城
見
煙
り
。
そ
は
も
、
・
孫
議
事
当
意
大
意
し
こ
煎
記
し
て
、
一
庶
民
志

「
を
蓮
げ
人
心
を
し
て
倦
ま
ざ
ら
・
し
む
る
を
欲
ず
・
、
一
士
聖
心
を
一
げ
ト
・
し
て
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
学
長
を
行
ふ
を
要
す
、
　
一
智
漁
載
を
世
外
r
ド
求
め
廣
く
　
　
嶽
㌶
基
を
振
越
す
べ

・
し
。
三
景
士
期
限
を
以
て
国
歌
に
譲
る
べ
亡
．
一
萬
機
公
論
F
霞
む
私
に
論

ず
る
な
か
れ
の
五
箇
條
の
末
に
「
諸
侯
會
盟
之
御
趣
意
齎
等
潮
筋
ド
可
被
坤

出
雲
。
大
赦
の
事
　
　
一
列
侯
曾
盤
の
式
　
一
列
藩
巡
見
使
の
式
」
ご
誕
さ
れ
乳

る
も
の
な
り
・
し
を
，
由
利
チ
b
μ
更
に
編
阿
藤
次
局
（
即
子
爵
輻
岡
孝
悌
）
に
彦

正
を
依
頼
C
、
公
卿
の
反
劉
、
木
戸
孝
允
の
踏
歌
あ
り
て
，
終
に
慶
懸
四
年
三

月
十
四
欝
を
以
て
所
謂
五
箇
傑
御
誓
丈
の
蛋
表
夕
見
み
に
盗
れ
り
e
然
る
“

窮
二
號

一
七
二
　
（
三
五
八
〉

・
・
、
に
㌧
箸
口
へ
ろ
由
利
子
の
原
索
ハ
ビ
ド
就
イ
、
見
る
も
、
王
政
復
古
の
精
紳
、
こ
ほ
不

実
晦
胤
に
爪
↑
県
、
無
地
我
の
傾
向
を
含
有
ぜ
ろ
囎
“
想
を
劉
暗
め
怨
べ
・
し
、
　
而
・
し
で
、
且
ハ
田
心

想
の
源
流
に
就
！
㌧
は
私
見
を
以
て
で
う
に
、
横
非
牛
四
三
（
小
柚
4
の
所
部
を
・

戴
く
る
軋
の
な
る
一
、
・
し
、
蝉
騒
鄭
は
嘉
永
囚
籍
、
密
男
子
の
醐
越
前
に
至
り

郷
書
の
義
ク
鐸
く
ご
共
に
日
本
の
時
務
に
就
て
し
大
に
論
マ
ろ
所
め
り
・
し
か

其
準
講
矯
の
一
人
嚢
り
・
し
子
ぼ
其
所
訊
に
賊
子
で
る
所
あ
り
ィ
、
師
弟
の
約
を

結
べ
り
塾
　
一
一
…
四
目
ほ
蚊
ハ
4
9
慣
｝
日
一
聡
｛
剛
藩
に
静
蹄
d
り
・
し
も
、
　
越
佑
剛
侯
の
猟
心
望
に
「
よ

嚇
再
び
越
繭
に
來
嚇
て
政
治
上
の
顧
問
に
司
り
、
萬
延
元
年
越
藩
施
政
の
方

針
を
擾
定
ぜ
ん
が
爲
め
，
「
國
曇
鼠
想
を
期
し
六
り
C
が
、
其
｝
鮪
仁
墓
利

堅
に
於
て
は
、
華
盛
頓
以
來
三
大
規
模
を
立
て
、
　
一
は
天
地
間
の
惨
毒
殺
裁

に
回
忌
2
乳
る
は
な
き
故
天
意
に
獅
て
宇
囚
の
戦
争
や
．
息
ろ
を
以
て
務
ミ
〔
、

一
は
智
識
ウ
世
界
寓
國
に
重
て
治
敏
を
稗
盆
す
る
を
以
て
務
こ
こ
．
一
は
全

國
の
大
統
領
の
穂
柄
賢
に
」
誤
て
一
†
に
傳
へ
濡
す
7
　
鳳
々
ご
あ
る
は
「
傭
街
誠
を
世
界
β

に
求
め
」
の
章
ご
融
叩
似
・
し
「
英
吉
利
に
有
っ
て
ほ
、
政
髄
［
に
民
部
に
本
づ
㍉
、

官
の
行
ふ
露
は
大
小
、
こ
な
く
必
民
衆
に
護
り
（
千
客
》
出
即
日
好
（
宣
睦
講
和

の
事
）
も
亦
論
り
」
ご
あ
る
に
、
萬
機
公
論
に
降
す
書
い
ふ
御
寺
衣
の
紅
炉
ε

意
啄
を
害
し
う
す
。
小
楠
の
感
化
を
受
け
．
（
禰
に
私
淑
し
六
ろ
由
利
子
ば

必
ず
や
此
國
日
疋
三
田
醐
を
拙
発
破
・
し
必
罵
る
な
る
べ
く
、
然
ら
ば
m
同
㍗
す
草
案
の
章
幽
側

が
噺
徊
一
“
に
準
撫
…
苞
る
か
は
節
々
窺
知
・
し
得
べ
・
し
ミ
信
ず
O

　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
も

　
　
　
　
曇
天
　
鳥
　
船
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
閃
庄
太
鄭
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藝
剛
猛
八
年
第
二
＠
三
筆
所
載
）

南
洋
の
紳
話
研
究
∵
ト
於
て
マ
ウ
イ
講
話
の
太
陽
榊
話
、
こ
烏
頚
紳
詰
ミ
の
園
係

は
重
要
に
し
て
且
興
味
あ
る
一
問
題
な
る
が
、
既
に
シ
ル
ソ
ン
，
ア
（
窄
ス
、

シ
エ
ル
ソ
、
フ
ロ
ベ
ニ
ユ
ウ
ス
等
請
轟
の
研
究
あ
り
、
爺
・
し
て
我
國
融
話
中
に

も
、
天
鳥
船
及
天
良
冊
白
船
紳
の
事
以
下
、
嚇
該
研
究
の
材
料
六
3
り
川
仔
べ
・
し
芝
思
権
一
二

ら
る
、
も
の
六
ヶ
條
程
あ
り
。
聖
天
烏
離
に
關
す
る
記
紀
の
記
事
を
比
瞬
銅

照
し
て
、
其
間
ド
存
す
る
槻
念
或
は
態
度
の
差
違
を
見
る
に
、
記
に
於
て
は

天
鳥
船
ほ
常
に
人
絡
化
し
て
七
癖
・
し
．
絶
に
於
て
賎
常
に
物
質
的
の
も
の
、
・
」

・
し
て
黙
念
さ
れ
、
而
し
て
古
乱
書
に
現
は
ろ
、
H
本
は
海
り
E
本
に
し
て
大

洋
的
、
詩
的
な
る
古
代
日
本
を
傳
へ
、
日
本
書
紀
は
陸
の
日
本
を
現
に
亡
、
大

踊
的
．
合
理
的
な
ろ
古
代
”
本
を
傳
ふ
、
こ
れ
雨
書
問
譲
の
際
・
ト
吾
人
の
受

け
れ
る
一
般
灼
即
・
象
な
u
・
c
記
紀
に
存
す
る
天
懸
船
及
び
天
壇
船
融
に
生
す

る
記
事
は
極
め
て
餓
箪
レ
・
し
て
直
管
に
天
黒
船
冗
語
母
船
瀞
の
魏
念
及
信
仰

に
就
て
は
畢
び
得
る
勝
僅
少
な
う
が
。
記
紀
の
註
三
家
の
解
繹
を
見
る
に
二

綴
の
㎞
兄
解
…
あ
叫
、
　
一
は
之
を
｛
島
の
飛
ぶ
如
く
に
急
行
す
る
船
ぐ
・
し
、
二
は
之

を
水
鳥
の
浮
べ
ろ
如
く
水
上
に
浮
ぶ
船
ご
ぜ
り
。
播
磨
風
土
記
、
萬
簾
集
に

現
は
る
・
思
想
由
り
推
考
妊
ば
．
我
國
に
於
け
る
島
船
の
観
念
は
蝕
程
古
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

よ
り
常
識
的
、
合
理
的
な
ろ
意
義
に
解
ぜ
ら
れ
、
榊
話
的
意
義
占
め
に
溝
滅
ぜ

る
が
如
き
も
、
戦
國
に
於
け
る
鳥
船
の
槻
念
も
，
南
洋
、
箆
米
利
加
、
亜
弗
利
加

．
等
の
瀞
話
に
存
す
る
が
浮
く
，
元
來
面
輪
的
意
義
を
有
鈍
し
も
の
に
非
う
な

第
二
谷
　
　
紹
介
　
　
離

静蝕
押嚇

き
か
。
太
陽
士
爵
の
漫
遙
計
る
以
前
に
、
霞
魂
融
話
、
魔
徳
倍
仰
及
び
醍
先
信

仰
の
獲
逢
ぜ
・
し
も
の
な
る
事
は
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
審
實
な
る
を
以
て
、
マ
ウ

イ
心
尽
ご
島
類
淋
話
、
・
あ
關
係
を
研
究
す
る
に
際
む
、
太
陽
謹
話
、
マ
ウ
イ

瀞
話
以
繭
の
時
代
に
於
て
マ
ウ
イ
露
郵
、
鳥
ご
の
間
に
如
珂
な
る
關
係
が
倍

ぜ
ら
れ
・
し
や
夕
目
潤
る
を
要
す
る
も
、
捌
け
n
噛
言
及
ぜ
副
ご
る
べ
し
い
フ
ロ
ベ
　
ニ
ス
氏

は
太
陽
騨
話
の
以
潮
に
於
σ
る
瀞
謡
の
m
獲
鮎
「
烏
の
形
を
な
ぜ
る
船
が
盛

魂
を
彼
岸
に
蓮
ぶ
し
て
ふ
紳
話
的
悪
想
を
分
解
し
て
、
　
一
、
鳥
か
寮
魂
を
彼

岸
に
運
ぶ
、
ご
、
船
が
購
魂
を
彼
序
に
蓮
ぶ
、
三
、
嬢
魂
α
太
陽
に
瞳
う
て

行
く
の
三
要
素
に
館
ぜ
る
が
、
余
は
天
質
鮒
灘
念
の
起
源
を
研
究
こ
、
我
國
古

傳
の
天
恵
船
槻
念
の
失
は
れ
六
る
原
始
説
話
的
意
義
は
落
石
の
如
き
も
の
な

り
し
ご
解
し
得
べ
き
紡
料
を
我
古
傳
説
申
よ
り
求
め
ん
。
鳥
船
の
槻
念
帥
り

話
的
意
義
及
其
越
源
に
就
て
は
．
シ
ュ
ル
ツ
氏
，
ヅ
ン
ト
氏
の
…
説
も
あ
れ
こ
も

フ
・
ベ
ニ
ウ
ス
氏
が
南
洋
立
話
に
峙
て
研
究
立
説
さ
れ
六
ろ
説
を
最
も
総
冨

な
り
銘
す
べ
く
、
瞬
結
の
古
町
に
傳
伎
れ
ろ
天
鳥
慰
の
毒
念
の
療
端
瀞
諸
的

激
義
及
び
起
源
も
亦
大
聡
に
於
て
同
氏
の
設
ε
同
慷
な
ら
ん
Q
匹
甥
鮒
憩
詰
は

三
催
の
元
勲
的
魚
鱗
の
複
合
的
憩
話
F
て
，
複
帝
的
帥
話
の
軽
重
に
元
三
的

臨
騨
”
話
の
存
在
を
鮭
察
・
し
競
べ
く
、
　
二
元
素
的
晶
脚
話
の
残
春
に
よ
り
て
褄
含
的

淋
｝
詰
の
存
准
を
推
察
・
し
得
べ
・
し
。
故
に
「
我
國
傳
…
説
及
土
俗
中
に
答
酬
元
素
的
融
脚

台
の
珊
瑚
を
認
め
蔽
う
な
ら
ば
、
勲
ハ
の
褄
舎
的
無
理
糞
る
塩
船
騨
謡
の
太
古

我
削
図
・
ト
も
行
に
れ
・
し
凄
を
推
．
知
・
し
並
べ
｝
・
な
り
O
二
五
論
踏
魂
が
「
良
烈
に
「
化
す
る

第
二
號

一
七
三
　
（
三
韓
九
）



第
二
雀
　
　
藁
　
報
　
　
國
史
叢
驚
の
第
二
期
刊
行
ご
史
料
蓮
箆
の
紙
刊

信
…
仰
　
ほ
、
　
倭
健
一
翰
の
盤
八
雪
白
智
血
耐
ご
牝
ぜ
ら
れ
・
し
傳
説
あ
」
り
死
後
淋
舩
魂
が
r

烏
に
よ
略
て
彼
岸
に
行
く
事
に
天
若
日
子
葬
式
に
關
す
る
傷
説
あ
り
、
二
、

死
後
嬢
魂
は
船
に
乗
り
て
彼
岸
に
書
す
ろ
事
の
傭
仰
に
、
船
形
の
樵
の
存
在

に
r
よ
り
て
推
察
・
し
得
べ
く
、
三
、
霞
魂
が
太
陽
或
ほ
天
に
上
ろ
田
恥
想
ほ
、
本

居
宣
長
の
否
定
読
、
橘
守
部
の
肯
定
訊
も
さ
る
二
三
ら
、
土
俗
墨
土
よ
り
考

察
・
し
て
、
儘
魂
が
烏
ロ
化
す
ろ
芒
い
ふ
信
仰
は
、
獲
魂
昇
天
の
懐
郷
の
寡
在

を
間
接
に
暗
示
す
う
も
の
な
り
。
、
故
に
南
…
洋
9
距
来
利
加
。
亜
弗
利
癩
等
の
難

治
人
民
闘
に
行
に
ろ
・
烏
一
三
話
の
ヨ
要
素
口
大
膿
上
貌
國
古
簿
古
俗
中
に

於
て
も
三
見
さ
み
・
を
以
て
．
召
木
書
紀
F
全
く
合
理
化
さ
れ
て
傳
は
れ
ろ

天
鳥
船
の
二
念
に
始
め
瀞
話
的
意
義
を
有
し
，
鰹
魂
を
太
陽
！
少
く
こ
も

天
に
運
ぶ
鳥
形
の
船
を
意
瞭
冠
し
に
非
あ
か
。
三
王
申
村
〕

第
ご
號

一
七
鞠
　
　
（
ご
冨
ハ
O
）

彙

三半箪

　
　
劔
國
史
叢
書
の
第
二
期
刊
行
ご
史
料
通
覧
の
日
刊

國
・
契
研
究
會
は
さ
き
に
蝋
…
川
二
道
氏
を
編
…
纂
主
任
ご
・
し
て
國
史
叢
書
を
刊
行

し
隔
り
し
が
、
昨
年
＋
二
月
を
以
て
其
第
一
期
刊
行
一
定
萱
二
十
五
珊
を
完

成
し
れ
り
し
を
以
て
一
匹
本
年
一
ハ
よ
り
第
二
期
撫
定
二
＋
一
当
り
刊
行
に

著
許
し
．
一
員
一
一
宛
を
配
本
し
つ
・
あ
り
。
本
期
に
於
て
に
三
一
今
村
勝

一
氏
氣
に
主
事
、
こ
な
り
，
女
學
士
矢
野
太
鄭
氏
を
典
編
輯
主
任
・
斗
し
、
第
一

期
刊
行
警
が
史
桝
亨
し
て
低
級
り
談
あ
り
し
に
撃
か
、
今
副
ば
大
F
其
撰
揮

あ
愼
み
、
墨
・
者
に
．
取
っ
て
は
史
料
∀
」
な
す
べ
く
、
　
一
般
三
者
ド
ド
も
｝
趣
味
あ
る

蟄
物
r
ら
ん
こ
ご
を
期
し
，
編
纂
方
針
は
之
を
更
傅
及
史
論
考
讃
の
二
郡
“

分
ち
、
夏
匹
史
傳
中
を
…
遮
。
別
の
二
大
細
…
ご
・
し
、
蓮
は
略
々
時
代
を
追
う
て
叙

述
也
る
も
の
に
・
し
て
、
溺
は
地
労
誌
、
職
誌
瀞
舐
繹
敏
、
政
治
輕
濟
、
風
俗
交

藝
に
閥
で
る
も
の
を
探
れ
り
芯
い
ふ
。
今
こ
》
じ
豫
定
書
局
を
列
暴
ず
れ
ば

左
の
如
し
。

へ
　
　
ち
　
　
　
　
も
　
　
も

史
傳
　
翅
誌
　
溺
鍵
叢
　
甘
露
叢
　
丈
露
叢
　
寛
明
臼
記
　
締
談
海

　
　
も
　
　
も

　
　
別
誌
　
關
侍
傳
記
　
叢
家
誌
　
武
野
燭
談
　
津
螂
細
業
記
　
涯
戸
軍
記

　
　
　
秀
吉
事
記
　
脇
坂
記
　
金
印
記
　
勢
州
軍
記
　
加
越
登
記
　
信
陽

　
　
　
土
田
軍
記
　
九
州
雑
記
　
三
國
獲
翫
記
　
川
上
久
國
雑
話
　
紳
宮


